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学
　
会
　
彙
　
報
○
五
月
二
〇
日
（
火
）
午
後
一
時
よ
り
、
本
年
度
新
入
会
員
歓
迎
会
な
ら
び
に
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
藤
嶽
明
信
教
授
よ
り
「
真
宗
の
学
び
」
と
題
し
て
歓
迎
の
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
○
真
宗
学
会
例
会
活
動
報
告
・
第
一
回
例
会
七
月
九
日(
水)
午
後
四
時
二
〇
分
よ
り
卒
業
論
文
梗
概
発
表
 
修
士
課
程
一
回
生
　
立
野
正
流
 
修
士
課
程
一
回
生
　
淺
井
勇
輝
 
修
士
課
程
一
回
生
　
富
士
澤
　
悠
 
修
士
課
程
一
回
生
　
村
上
直
暁
 
修
士
課
程
一
回
生
　
戸
次
　
輝
◇
二
〇
一
四
年
度
真
宗
学
科
開
講
科
目
大
学
院
基
礎
研
究
　
法
然
「
阿
弥
陀
経
釈
」
の
研
究
 
藤
元
雅
文
専
任
講
師
講
義
　
真
宗
大
綱 
延
塚
知
道
教
授
　
『
浄
土
論
註
』
に
学
ぶ 
延
塚
知
道
教
授
　
清
沢
満
之
論 
水
島
見
一
教
授
　
方
便
化
身
土
の
研
究 
加
来
雄
之
教
授
　
往
生
の
諸
問
題 
一
楽
　
真
教
授
文
献
研
究
　
『
教
行
信
証
』
の
構
造 
延
塚
知
道
教
授
演
習
（
修
士
）
　
『
教
行
信
証
』
行
巻
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
来
雄
之
教
授
　
『
教
行
信
証
』
の
研
究 
延
塚
知
道
教
授
　
『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
の
研
究
 
藤
嶽
明
信
教
授
　
『
教
行
信
証
』
の
研
究 
水
島
見
一
教
授
演
習
（
博
士
）
　
『
教
行
信
証
』
信
巻
の
研
究
 
水
島
見
一
教
授
　
『
教
行
信
証
』
の
研
究
　
　
延
塚
知
道
教
授
『
教
行
信
証
』「
総
序
」「
教
巻
」「
行
巻
」
の
研
究 
藤
嶽
明
信
教
授
真
宗
学
研
究
　
『
観
経
』
序
分
と
三
心
の
教
説
に
学
ぶ
 
廣
瀬
　
惺
講
師
　
『
大
無
量
寿
経
』
の
研
究
 
山
田
恵
文
専
任
講
師
　
『
教
行
信
証
』
行
巻
に
学
ぶ
 
廣
瀬
惺
講
師
　
諸
宗
教
か
ら
見
た
真
宗
 
ス
ザ
・
ド
ミ
ン
ゴ
ス
講
師
　
善
導
の
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」「
序
分
義
」
　
を
学
ぶ 
藤
嶽
明
信
教
授
文
学
部
学
科
導
入
　
専
門
の
技
法
〈
真
宗
学
〉
 
山
田
恵
文
専
任
講
師
概
論
　
浄
土
と
は
何
か
―
真
宗
学
概
論
と
し
て
の
『
大
無
量
寿
経
』（
一
） 
加
来
雄
之
教
授
　
往
生
と
は
何
か
―
真
宗
学
概
論
と
し
て
の
『
大
無
量
寿
経
』（
二
） 
加
来
雄
之
教
授
　
親
鸞
の
思
想
研
究 
藤
嶽
明
信
教
授
講
義
　
親
鸞
の
生
涯
と
思
想 
平
原
晃
宗
講
師
　
親
鸞
思
想
の
受
容
と
展
開
　
 
三
木
彰
円
准
教
授
　
曇
鸞
の
生
涯
と
思
想 
井
上
尚
実
准
教
授
　
法
然
の
生
涯
と
思
想 
三
木
彰
円
准
教
授
　
近
代
真
宗
教
学
論 
安
藤
　
弥
講
師
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『
教
行
信
証
論
』 
加
来
雄
之
教
授
　
『
歎
異
抄
』
論 
狐
野
秀
存
講
師
　
大
乗
仏
教
概
説 
宮
下
晴
輝
教
授
　
真
宗
と
諸
宗
教 
ス
ザ
・
ド
ミ
ン
ゴ
ス
講
師
　
日
本
仏
教
思
想
史 
織
田
顕
祐
教
授
　
現
代
と
真
宗 
田
代
俊
孝
講
師
　
道
綽
の
生
涯
と
思
想 
 
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
講
師
　
浄
土
教
史
概
説 
木
越
　
康
教
授
　
真
宗
教
団
史 
安
藤
　
弥
講
師
　
近
代
教
学
史 
藤
原
正
寿
准
教
授
　
真
宗
典
籍
研
究 
西
本
祐
攝
専
任
講
師
実
践
研
究
　
『
教
行
信
証
』
総
序
・
教
巻
を
読
む
 
木
越
　
康
教
授
　
『
教
行
信
証
』
行
巻
を
読
む
 
三
木
彰
円
准
教
授
　
『
教
行
信
証
』
信
巻
を
読
む
 
一
楽
　
真
教
授
　
『
教
行
信
証
』
証
巻
を
読
む
 
山
田
恵
文
専
任
講
師
　
『
教
行
信
証
』
真
仏
土
巻
を
読
む
 
藤
元
雅
文
専
任
講
師
　
『
教
行
信
証
』
化
身
土
巻
を
読
む
 
井
上
尚
実
准
教
授
　
『
無
量
寿
経
』
を
読
む 
一
楽
　
真
教
授
　
『
阿
弥
陀
経
』
を
読
む 
三
木
彰
円
准
教
授
　
『
観
経
疏
』
を
読
む 
三
木
彰
円
准
教
授
　
「
正
信
偈
」
を
読
む 
藤
元
雅
文
専
任
講
師
　
英
語
を
介
し
た
真
宗
入
門
 
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
講
師
　
『
一
念
多
念
文
意
』
を
読
む
 
鳴
　
一
志
講
師
『
唯
信
鈔
文
意
』
を
読
む 
青
柳
英
司
講
師
『
尊
号
真
像
銘
文
』
を
読
む 
難
波
教
行
講
師
英
語
で
読
む
『
歎
異
抄
』 
井
上
尚
実
准
教
授
真
宗
学
演
習
Ⅰ
（
一
回
生
）
　
親
鸞
入
門 
藤
原
正
寿
准
教
授
 
山
田
恵
文
専
任
講
師
 
藤
元
雅
文
専
任
講
師
 
西
本
祐
攝
専
任
講
師
真
宗
学
演
習
Ⅱ
（
二
回
生
）
　
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
読
む
 
山
田
恵
文
専
任
講
師
 
藤
元
雅
文
専
任
講
師
 
西
本
祐
攝
専
任
講
師
 
藤
原
正
寿
准
教
授
真
宗
学
演
習
Ⅲ
（
三
回
生
）
　
『
歎
異
抄
』
　
　
　
　
　
　
加
来
雄
之
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
一
楽
　
真
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
木
越
　
康
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
井
上
尚
実
准
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
三
木
彰
円
准
教
授
真
宗
学
演
習
Ⅳ
（
四
回
生
）
　
『
歎
異
抄
』 
加
来
雄
之
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
一
楽
　
真
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
木
越
　
康
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
谷
　
眞
理
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
井
上
尚
実
准
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
三
木
彰
円
准
教
授
編
　
集
　
後
　
記
　
『
親
鸞
教
学
』
第
一
〇
四
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
の
刊
行
が
遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
本
号
に
は
、
巻
頭
に
井
上
尚
実
准
教
授
に
よ
る
「
現
生
正
定
聚
と
浄
土
の
慈
悲
│
「
最
後
の
親
鸞
」
に
学
ぶ
│
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
大
学
院
博
士
後
期
課
程
三
回
生
の
橋
本
彰
吾
氏
に
は
日
頃
の
研
鑽
の
成
果
を
「
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
あ
る
か
な
」
と
題
す
る
論
攷
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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木
越
康
教
授
の
「
臨
床
仏
教
と
し
て
の
親
鸞
思
想
」
と
中
岡
成
文
先
生
の
「
臨
床
哲
学
の
〈
引
き
込
ま
れ
〉
│
自
己
変
容
論
と
し
て
│
」
は
、
二
〇
一
三
年
度
開
催
の
真
宗
学
会
大
会
に
お
け
る
講
演
の
筆
録
に
加
筆
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
筆
録
の
確
認
、
加
筆
に
労
を
お
と
り
い
た
だ
き
ま
し
た
両
先
生
に
は
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
以
上
の
論
文
、
講
演
録
に
加
え
、
連
載
中
の
金
子
大
榮
先
生
の
「
易
往
難
信
の
理
由
│
『
教
行
信
証
』
の
諸
問
題
（
十
二
）
│
」
お
よ
び
安
田
理
深
先
生
の
「
無
分
別
智
の
分
別
│
願
生
論
（
九
）
│
」
の
筆
録
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
　
『
阿
弥
陀
経
』
に
、
次
の
一
説
が
あ
る
。
「
舎
利
弗
、
衆
生
聞
者
、
応
当
発
願
　
願
生
彼
国
。
所
以
者
何
。
得
與
如
是
　
諸
上
善
人
　
倶
会
一
処
。」
諸
上
善
人
と
は
、
阿
毘
跋
致
と
説
か
れ
、
極
楽
浄
土
を
根
拠
と
し
て
、
一
筋
に
今
現
在
を
生
き
て
い
る
人
び
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
が
仏
の
教
説
を
聞
く
こ
と
は
、
浄
土
を
願
う
こ
と
で
あ
り
、浄
土
を
願
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
根
拠
を
も
っ
て
生
き
る
仲
間
と
一
処
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
る
。こ
れ
が
釈
尊
が
極
楽
を
説
く
唯
一
の
理
由
で
あ
る
と『
阿
弥
陀
経
』は
説
く
。
　
仏
教
を
学
ぶ
こ
と
、
仏
法
を
聞
く
こ
と
は
、
私
た
ち
が
孤
独
な
人
生
を
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
仲
間
と
共
に
生
き
て
い
る
と
い
う
い
の
ち
の
事
実
に
目
覚
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
翻
っ
て
私
た
ち
の
社
会
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
仲
間
を
作
れ
ば
す
ぐ
に
徒
党
を
組
み
、
他
を
攻
撃
し
排
斥
す
る
。
仲
間
作
り
は
、
仲
間
は
ず
れ
を
作
る
と
い
う
の
が
私
た
ち
濁
世
に
染
ま
っ
た
人
間
の
現
実
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
現
実
を
嫌
悪
し
避
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
孤
立
し
寂
し
さ
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
し
か
な
い
。こ
の
よ
う
な
二
律
背
反
を
突
破
す
る
道
が
、願
生
浄
土
の
仏
道
と
し
て
釈
尊
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
清
沢
満
之
は
、「
真
の
朋
友
は
互
い
に
相
求
む
る
必
要
が
な
い
。
た
だ
自
ら
真
の
朋
友
た
る
資
格
を
持
て
ば
よ
い
」
と
喝
破
さ
れ
た
。
私
た
ち
は
、
互
い
に
分
か
り
合
い
た
い
し
、
分
か
っ
て
ほ
し
い
。
自
分
の
言
葉
を
聞
い
て
く
れ
る
相
手
が
ほ
し
い
。
声
を
か
け
て
く
れ
る
相
手
が
ほ
し
い
。
つ
ま
り
、
出
会
い
を
求
め
、
同
時
に
傷
つ
く
こ
と
を
恐
れ
て
彷
徨
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
求
め
て
も
求
め
て
も
出
会
え
な
い
私
た
ち
が
、
本
当
に
出
会
え
る
場
を
極
楽
浄
土
と
い
い
、
こ
の
浄
土
を
願
う
こ
と
を
促
す
と
こ
ろ
の
願
い
で
あ
る
本
願
に
出
会
う
こ
と
を
清
沢
は
、「
資
格
を
持
つ
」
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
本
願
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
次
の
よ
う
に
和
讃
す
る
。
　
　
智
慧
の
光
明
は
か
り
な
し
　
　
　
有
量
の
諸
相
こ
と
ご
と
く
　
　
　
光
暁
か
ぶ
ら
ぬ
も
の
は
な
し
　
　
　
真
実
明
に
帰
命
せ
よ
こ
の
和
讃
の
「
有
量
」
に
つ
い
て
親
鸞
は
、「
う
り
や
う
は
せ
け
ん
に
あ
る
こ
と
は
み
な
は
か
り
あ
る
に
よ
り
て
う
り
や
う
と
い
ふ
」
と
い
う
左
訓
を
付
し
て
い
る
。
私
た
ち
の
世
間
に
あ
る
こ
と
は
み
な
有
限
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
価
値
観
を
振
り
か
ざ
し
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
振
り
か
ざ
す
価
値
観
を
有
量
と
し
、
そ
の
根
源
を
自
ら
に
執
着
す
る
心
と
見
抜
き
、
こ
の
執
着
の
諸
相
を
こ
と
ご
と
く
破
り
、
照
ら
し
、私
た
ち
を
真
実
の
明
る
み
に
開
放
す
る
は
た
ら
き
を
親
鸞
は
、は
か
り
な
き
智
慧
、つ
ま
り
本
願
と
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
数
限
り
な
い
仲
間
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
大
学
が
置
か
れ
て
い
る
現
今
の
状
況
下
で
、
本
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
こ
の
よ
う
な
執
着
に
根
ざ
す
価
値
観
を
、
内
な
る
虚
妄
性
と
見
抜
き
、
こ
の
虚
妄
性
を
破
る
教
え
を
聞
思
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
統
し
続
け
る
こ
と
で
あ
り
、
親
鸞
の
名
の
も
と
に
組
織
そ
れ
自
体
を
い
た
ず
ら
に
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 
（
文
責
　
藤
原
）
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大
谷
大
学
真
宗
学
会
会
則
（
名
称
及
び
事
務
所
）
第
一
条
　
本
会
は
大
谷
大
学
真
宗
学
会
と
称
し
、
事
務
所
を
大
谷
大
学
（
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町
二
二
）
に
置
く
。
（
目
的
）
第
二
条
　
本
会
は
真
宗
学
の
研
究
及
び
公
開
を
目
的
と
す
る
。
（
事
業
）
第
三
条
　
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。
㈠
　
大
会
㈡
　
例
会
㈢
　
機
関
誌
『
親
鸞
教
学
』
の
刊
行
㈣
　
研
究
旅
行
㈤
　
そ
の
他
必
要
な
事
業
（
会
員
）
第
四
条
　
本
会
は
次
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。㈠
　
正
会
員
　
大
谷
大
学
真
宗
学
専
攻
の
大
学
院
及
び
文
学
部
学
生
㈡
　
特
別
会
員
　
大
谷
大
学
真
宗
学
科
教
員
㈢
　
賛
助
会
員
　
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
（
役
員
）
第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。
㈠
　
会
　
長
㈡
　
評
議
員
㈢
　
事
務
局
委
員
第
六
条
　
会
長
は
特
別
会
員
よ
り
互
選
し
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。
任
期
は
一
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。
第
七
条
　
評
議
員
は
正
会
員
よ
り
互
選
し
、
本
会
の
運
営
・
活
動
に
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
。
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。
第
八
条
　
事
務
局
委
員
に
は
、
特
別
会
員
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
会
務
・
会
計
・『
親
鸞
教
学
』
編
集
等
の
事
務
を
掌
理
す
る
。
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。
二
、『
親
鸞
教
学
』
編
集
委
員
は
、
掲
載
論
文
の
査
読
等
、
学
術
研
究
の
推
進
と
、
そ
の
成
果
の
公
開
に
必
要
な
業
務
を
行
う
。
（
経
費
）
第
九
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。
会
費
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。
（
年
度
）
第
十
条
　
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。
（
規
約
の
変
更
）
第
十
一
条
　
本
会
則
の
変
更
は
評
議
員
の
会
議
に
附
し
、
総
会
の
二
分
の
一
以
上
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
但
し
総
会
の
成
立
は
特
別
会
員
・
正
会
員
数
の
三
分
の
一
以
上
の
出
席
を
必
要
と
す
る
。
附
則
①
　
こ
の
会
則
は
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
。
　
　
②
　
二
〇
〇
六
年
十
一
月
八
日
一
部
改
正
。
